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第 ２ 章

秋田市の自殺の現状と課題

１ 秋田市の自殺状況

(1) 自殺者数および自殺率

(2) 男女別自殺者数

(3) 年齢階級別自殺者数

(4) 月別の自殺者数

(5) 原因・動機別自殺者数

(6) 職業別自殺者数

(7) 自殺者の自殺未遂の状況

(8) 自殺未遂者対策検討部会作成の「自損患者診療状況

シート」の集計結果

(9) 秋田市「市民健康意識調査」結果

(10) 秋田市地域自殺実態プロファイル【2017】

２ 自殺対策の課題の整理

(1) 国・地域における共通課題

(2) 秋田市の実情による固有課題
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注）統計の種類

人口動態統計(厚生労働省)：日本人を対象に、住所地を基に死亡時点で計上

自 殺 統 計 ( 警 察 庁 )：外国人を含む総人口を対象に、発見地を基に自殺死

体発見時点で計上
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１ 秋田市の自殺状況

(1) 自殺者数および自殺率

厚生労働省の人口動態統計による本市の自殺者数は、平成１０年に急

増、その後増減を繰り返しながら推移しています。平成１８年をピーク

に平成２２年以降は減少が続き、平成２５年には全国の自殺率を下回り

ました。平成２６年から再び上回り、平成２９年の全国との差は１．０

ポイントとなっています。

秋田市・秋田県・全国の自殺率（人口１０万対）の推移（人口動態統計）

秋田市・秋田県・全国の自殺率（人口１０万対）と自殺者数（人口動態統計）

（平成17年：市町合併あり）

秋田市 25.7 (81人) 28.1 (89人) 29.4 (93人) 26.7 (85人) 29.5 (94人)

秋田県 37.5 (450人) 40.7 (486人) 38.5 (457人) 37.1 (438人) 42.1 (494人)

全　国 25.4 (31,755人) 25.0 (31,413人) 24.1 (30,251人) 23.3 (29,375人) 23.8 (29,949人)

秋田市 28.3 (90人) 26.1 (83人) 30.3 (101人) 31.9 (106人) 26.4 (87人）

秋田県 44.6 (519人) 39.1 (452人) 39.1 (447人) 42.7 (482人) 37.6 (420人)

全　国 25.5 (32,109人) 24.0 (30,247人) 24.2 (30,553人) 23.7 (29,921人) 24.4 (30,827人)

秋田市 28.4 (93人） 31.0 (101人） 26.9 (87人） 26.0 (84人） 22.4 (72人）

秋田県 37.1 (410人) 38.1 (416人) 33.1 (358人) 32.3 （346人） 27.6 （293人）

全　国 24.0 (30,229人) 24.4 (30,707人) 23.4 (29,554人) 22.9 （28,896人） 21.0 （26,433人）

秋田市 18.4 (59人） 22.3 (71人） 19.9 (63人） 19.8 (62人） 17.4 (54人）

秋田県 26.5 （277人） 26.0 （269人） 25.7 （262人） 23.8 （240人） 24.4 （242人）

全　国 20.7 （26,063人） 19.5 （24,417人） 18.5 （23,152人） 16.8 （21,017人） 16.4 （20,465人）

平成10年 平成11年 平成12年 平成13年 平成14年

平成18年

平成27年

平成22年 平成23年 平成24年

平成25年

平成15年

平成20年

平成19年

平成28年 平成29年

平成16年 平成17年

平成26年

平成21年
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H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

男性 71 68 81 74 67 66 74 61 58 52 38 48 46 42 39

女性 19 15 20 32 20 27 27 26 26 20 21 23 17 20 15

計 90 83 101 106 87 93 101 87 84 72 59 71 63 62 54

0
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100

120（人）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

～39歳 26 18 17 23 26 23 18 25 13 32 26 16 16 17 15

40～59歳 42 52 39 42 47 35 39 39 34 24 27 20 26 22 26

60歳～ 26 20 27 36 33 29 36 37 40 28 19 23 29 24 21

計 94 90 83 101 106 87 93 101 87 84 72 59 71 63 62

60歳～

～39歳

40～59歳

0

10

20

30
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50

60(人)

(2) 男女別自殺者数

男女の比較では、男性が女性の２倍以上となっています。

秋田市の男女別自殺者数の推移（人口動態統計）

(3) 年齢階級別自殺者数

ア 秋田市の年齢階級別自殺者数

年齢階級別自殺者数は、４０～５９歳は減少傾向にあるものの、

ここ数年は各年代とも増減を繰り返しています。平成２４年から平成

２８年までの５年間の累計では、４０～５９歳が１２１人と最も多

く、次いで６０歳以上が１１６人、３９歳以下が９０人となってい

ます。

秋田市の自殺者数の推移（人口動態統計）
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H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

10～19歳 1 2 2 2 3 0 2 3 0 1 3 0 0 2 2

20～29歳 10 4 4 9 10 13 6 11 4 11 9 8 6 6 6

30～39歳 15 12 11 12 13 10 10 11 9 20 14 8 10 9 7

計 26 18 17 23 26 23 18 25 13 32 26 16 16 17 15

10～19歳

20～29歳

30～39歳

0

5

10

15

20

25（人）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

40～49歳 14 27 20 19 18 16 15 13 14 16 13 10 10 9 16

50～59歳 28 25 19 23 29 19 24 26 20 8 14 10 16 13 10

計 42 52 39 42 47 35 39 39 34 24 27 20 26 22 26

40～49歳

50～59歳

0

5

10

15

20

25

30（人）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

60～69歳 12 15 17 19 15 13 14 12 19 16 9 10 14 13 9

70～79歳 8 3 5 13 13 12 11 18 13 8 7 8 12 7 7

80歳～ 6 2 5 4 5 4 11 7 8 4 3 5 3 4 5

計 26 20 27 36 33 29 36 37 40 28 19 23 29 24 21

60～69歳

70～79歳

80歳～
0

5

10

15

20

25

30(人)

イ ３９歳以下の自殺者数

秋田市の３９歳以下の自殺者数の推移（人口動態統計）

ウ ４０～５９歳の自殺者数

秋田市の４０～５９歳の自殺者数の推移（人口動態統計）

エ ６０歳以上の自殺者数

秋田市の６０歳以上の自殺者数の推移（人口動態統計）
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

H24

H25

H26

H27

H28

(人)

～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

計72

計59

計71

計63

計62

12.8%

9.6%

12.6%

14.7%

10.1%

13.3%

17.7%

11.3%

16.9%

19.3%

17.2%

16.6%

16.8%

16.7%

17.0%

18.7%

35.1%

23.3% 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

秋田市

秋田県

全国

～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 不詳

オ 秋田市・秋田県・全国の累計年齢階級別自殺者の割合

（平成２４年から平成２８年までの累計）

秋田市の累計年齢階級別自殺者の割合は、秋田県よりも全国に近い

比率になっています。全国および秋田県と比較すると、５９歳までの

割合が多く、６０歳以上の割合が少なくなっています。

秋田市・秋田県・全国の累計年齢階級別自殺者の割合（人口動態統計）

（平成２４年～平成２８年累計）

カ 秋田市の年齢階級別自殺者数

秋田市の年齢階級別自殺者数の年次推移は、各年代とも増減を繰

り返しています。

秋田市の年齢階級別自殺者数の推移（人口動態統計）
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H24

H25

H26

H27

H28

(人)

～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

計293

計277

計269

計262

計240

3,451

3,224

3,137

2,823

2,667

3,584

3,580

3,282

2,971

2,698

4,381

4,379

4,088

3,949

3,627

4,427

4,260

4,010

3,830

3,537

4,726

4,478

4,137

3,832

3,433

5,759

6,053

5,691

5,679

4,995

105

89

72

68

60

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

H24

H25

H26

H27

H28

(人)

～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 不詳

計26,433

計26,063

計24,417

計23,152

計21,017

キ 秋田県の年齢階級別自殺者数

秋田県の年齢階級別自殺者数の年次推移は、３９歳以下が減少傾

向にありますが、その他の年代は増減を繰り返しています。

秋田県の年齢階級別自殺者数の推移（人口動態統計）

ク 全国の年齢階級別自殺者数

全国の年齢階級別自殺者数の年次推移は、各年代とも減少しています。

全国の年齢階級別自殺者数の推移（人口動態統計）
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

H25 5 9 6 5 4 6 8 3 4 5 6 8 69

H26 3 3 7 5 4 4 9 9 8 10 9 5 76

H27 5 7 6 7 6 5 5 5 4 10 3 5 68

H28 5 5 5 4 6 3 5 7 2 9 8 3 62

H29 5 2 7 2 5 5 6 4 5 4 5 3 53

計 35 39 43 32 41 38 45 41 36 48 50 38 486

0

5

10

15

20（人）

健康問題
経済・

生活問題
家庭問題 勤務問題 男女問題 学校問題 その他 不詳

H25(N=69) 43 13 18 12 4 0 4 3
H26(N=76) 38 13 11 5 1 0 1 18
H27(N=68) 25 16 6 3 3 4 4 25
H28(N=62) - - - - - - - -
H29(N=55) 26 10 6 4 0 1 3 18

0
10
20
30
40
50
60
70（人）

(4) 月別の自殺者数

月別では、ばらつきがあり傾向が見い出しにくいですが、５年間の累

計では、１１月、１０月、７月の順に多くなっています。平成２９年は、

最多が３月の７人で、最少が２月と４月の２人となっています。

秋田市の月別自殺者数（自殺統計）暫定値

(発見日・発見地ベース)

(5) 原因・動機別自殺者数

健康問題が最も多く、次いで経済･生活問題、家庭問題と続いていま

す。秋田県、全国ともに同様の傾向です。

秋田市の原因・動機別自殺者数（自殺統計）

(発見日・発見地ベース)

※明らかに推定できる原因・動機を１人につき３つまで計上しています。

※秋田市の平成２８年の原因・動機・職業・未遂歴等自殺統計の数値は公表されていません。
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無職者
被雇用者・

勤め人

自営業者・

家族従業者
学生・生徒 不詳

H25(N=69) 43 20 4 2 0

H26(N=76) 49 22 3 2 0

H27(N=68) 39 18 5 6 0

H28(N=62) - - - - -

H29(N=55) 28 17 6 3 1

0
10
20
30
40
50
60
70（人）

14.5%

15.8%

16.2%

9.1%

14.2%

78.3%

76.3%

58.8%

65.5%

70.1%

7.2%

7.9%

25.0%

25.5%

15.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25(計69人)

H26(計76人)

H27(計68人)

H28

H29(計55人)

H25～29(計268人)

未遂歴あり 未遂歴なし 不詳

（10人）

（58人）

（54人）

（11人）

（12人）

（17人）（40人）

（188人）

（5人）

（42人）

（厚生労働省から公表されず）

（38人）

（36人）

（5人）

（6人）

（14人）

(6) 職業別自殺者数

無職者が一番多く、次いで会社員等の被雇用者、自営業者・家族従業

者と続いています。秋田県、全国ともに、同様の傾向です。

秋田市の職業別自殺者数（自殺統計）

(発見日・発見地ベース)

(7) 自殺者の自殺未遂の状況

ア 秋田市の自殺者の自殺未遂歴

公表されていない平成２８年を除く４年間の累計で見ると、自殺

未遂歴のある自殺者は、約７．１人に１人です。

秋田市の自殺者の未遂歴の有無（自殺統計）

※パーセント値は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100％とはなりません。
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11.9%
18.5%

12.2%

22.2%

9.8%

35.3%

5.4%

16.7%

10.1%

22.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

H25 H26 H27 H28 H29 H25～29計
（49人） （27人）

厚生労働省から

公表されず

（42人） （27人） （51人） （17人）自殺者数 （179人） （89人）（37人） （18人）

イ 男女別自殺未遂歴

男性より女性が多くなっています。

秋田市の自殺未遂歴のある自殺者の割合（自殺統計）

(発見日・発見地ベース)

(8) 自殺未遂者対策検討部会作成の「自損患者診療状況

シート」の集計結果

秋田市自殺対策ネットワーク会議の中に、医師、学識経験者、消防職

員等を委員とした自殺未遂者対策検討部会を設置しています。その部会

の中で、自損行為により救急外来を受診した方が、精神科医療に適切に

つながることを目的に「自損患者診療状況シート」を作成しました。こ

のシートは、自損患者が救急外来受診に至るまでの状況や過去の精神科

受診歴、自殺未遂歴等について、救急隊員、救急担当医、精神科医が各

項目を記入して次々につないでいくものです。以下については、平成２４

年度から平成２９年度のシートの集計結果から抜粋したものです。
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4.3%
2.7%

15.4%

25.0%

31.2%

0.4%

8.2%

2.9% 3.1%
0.4% 0.2%

6.2%

F0 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F99 G40 不明

0%

10%

20%

30%

40%

オ 自殺未遂の回数

初回 複数回 不明 （％）

４４．３ ３９．８ １５．９

カ 背景となる精神障がい (重複回答あり）

国際疾病分類のＦ３、Ｆ４が多くなっています。
ｎ＝５１３

(ICD(国際疾病分類)-10)

F0 症状性を含む器質性精神障害

F1 精神作用物質使用による精神および行動の障害

F2 統合失調症、統合失調型障害および妄想性障害

F3 気分（感情）障害

F4 神経症性障害、ストレス関連障害および身体表現性障害

F5 生理的障害および身体的要因に関連した行動症候群

F6 成人のパーソナリティおよび行動の障害

F7 精神遅滞〔知的障害〕

F8 心理的発達の障害

F99 精神障害、他に特定できないもの

G40 てんかん
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27.0%

21.2%

9.9%

7.7%

6.9%

4.8%

2.9%

2.0%

1.5%

1.4%

1.1%

0.8%

0.5%

0.5%

0.5%

11.6%

家族関係

健康問題

職場等の人間関係

業務内容

男女関係

経済的困窮

飲酒

家族との死別

学業進学

介護養育

転居等による環境の変化

転勤転職

災害被害

失業倒産

犯罪被害

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

67.0%

14.2%
10.2%

2.5% 2.5% 0.6% 0.6% 2.2%

家族 医療者 友人

知人

親類 身体科

医師等

カウンセラー 精神保健

福祉士等

その他

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

キ 誘因 (重複回答あり）

家族関係が最も多く、次いで健康問題が多くなっています。

ｎ＝６６４

注）業務内容：過重労働、職場不適応感など業務に関すること

ク 自殺再企図防止のための支援者 (重複回答あり）

ｎ＝７８６
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家庭のこと
経済・生活の

こと
仕事のこと 健康のこと 学校のこと

男女関係の

こと
その他 無回答

全体 34.4% 31.8% 23.3% 18.4% 13.4% 8.5% 7.6% 8.5%
男性 23.4% 41.4% 32.0% 18.8% 7.8% 5.5% 3.9% 11.7%
女性 40.8% 26.3% 18.3% 18.3% 16.9% 10.3% 9.9% 6.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

あった

17.4%
なかった

77.1%
無回答

5.5%

0% 100%

知っている

35.8%
知らない

54.6%
無回答

9.6%

0% 100%

(9) 秋田市「市民健康意識調査」結果

「市民健康意識調査」は、市民の健康づくり計画である「第２次健康
あきた市２１」の中間評価および目標値達成状況を確認し、さらに、今
後の本市における健康づくり施策を推進するための基礎資料とするため、
平成２８年度に実施したものです。これは、「休養・こころの健康分野」
の調査から抜粋したものです。

自殺を考えたときに相談できるところについて、半数以上が知らない
と答えています。

ア これまで自殺を考えたことがある人の割合

ｎ＝１,９６７

イ 自殺を考えたことがある人が抱えていた問題の内訳（重複回答あり）

ウ 自殺を考えたとき相談できるところを知っている人の割合

ｎ＝１,９６７
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(10) 秋田市地域自殺実態プロファイル【2017】

自殺総合対策推進センターが、自殺対策計画策定に参考となると考
えられた項目について、一括して集計、作成を行い、各自治体に提供
されたデータの秋田市版からの抜粋です。

地域の主な自殺の特徴（特別集計（自殺日・住居地、H24～28合計）、公表可能）
上位５区分 自殺者数 割合 自殺率* 背景にある主な自殺の危機経路**

5年計 (10万対)

1位:男性40～59歳有職同居 42 11.8% 26.6 配置転換→過労→職場の人間関係の悩み＋

仕事の失敗→うつ状態→自殺

2位:男性60歳以上無職同居 38 10.6% 30.4 失業（退職）→生活苦＋介護の悩み（疲れ）

＋身体疾患→自殺

3位:女性60歳以上無職同居 38 10.6% 18.5 身体疾患→病苦→うつ状態→自殺

4位:男性40～59歳無職同居 29 8.1% 236.8 失業→生活苦→借金＋家族間の不和→うつ

状態→自殺

5位:男性20～39歳無職同居 27 7.6% 137.9 ①【30代その他無職】ひきこもり＋家族間

の不和→孤立→自殺／②【20代学生】就職

失敗→将来悲観→うつ状態→自殺

順位は自殺者数の多さにもとづき、自殺者数が同数の場合は自殺率の高い順とした。
*自殺率の母数(人口)は平成27年国勢調査を元に自殺総合対策推進センターにて推計
**「背景にある主な自殺の危機経路」は自殺実態白書2013(ライフリンク)を参考

地域の自殺の特性の評価（H24～28合計）

指標 ランク 指標 ランク
総数

１）
22.3 ★ 男性

１）
32.5 ★

20歳未満
１）

2.6 ★ 女性
１）

13.2 ★
20歳代

１）
30.4 ★★ 若年者(20～39歳)

１）
27.0 ★★

30歳代
１）

24.5 ★ 高齢者(70歳以上)
１）

22.7 －
40歳代

１）
29.1 ★ 勤務・経営

２）
20.9 ★

50歳代１） 32.4 ★ 無職者・失業者２） 58.0 ★
60歳代

１）
21.6 －

70歳代
１）

27.1 －
80歳以上１） 16.8 －
1)自殺統計にもとづく自殺率（10万対）
2)特別集計にもとづく20～59歳を対象とした自殺率（10万対）

特別集計：自殺統計原票データを自殺総合対策推進センターと厚生労働省自殺対策推
進室で特別集計し作成したもの

ランクの標章
ランク

★★★ 上位10%以内

★★ 上位10～20%
★ 上位20～40% ※市区町村について全国市区町村に対するランクを評価
－ その他 した。

出典：自殺総合対策推進センター「地域自殺実態プロファイル(2017)」
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２ 自殺対策の課題の整理

(1) 国・地域における共通課題
大綱等により全国で共通して取組が必要とされる課題は以下のとおり

です。

ア 地域におけるネットワークの強化
本市では、平成１９年度に秋田市自殺対策庁内連絡会議、平成２０

年度に秋田市自殺対策ネットワーク会議を設置し、庁内外で情報を

共有・連携し、自殺対策を進めてきました。

また、補助金等を活用し、本市の自殺対策をけん引するＮＰＯ法

人等民間団体の活動に対し、支援しています。

民・学・官の連携による自殺対策の強みをこれまで以上に生かし、

秋田市自殺対策ネットワーク会議を中心に更なる連携を図るととも

に、関係機関等がそれぞれの役割に応じた自殺対策を推進していく

ための体制づくりをさらに強化する必要があります。

イ 自殺対策を支える人材の育成
自殺対策においては、市民一人ひとりが自殺対策を自分のことと

して理解し、参加することが重要です。国でもゲートキーパー
注２）

の

養成を重要施策としており、一人でも多く自殺対策を支える人材を

増やしていく必要があります。

また、保健、医療、福祉、教育等関係機関等に従事する方の悩み

や、困難を抱えた方への対応についてスキルアップのための講座に

も取り組んできましたが、自殺に関連する問題は多様化しており、

更なる人材育成を図る必要があります。

ウ 市民への啓発と周知
自殺に追い込まれる危機は誰にでも起こり得ることであり、自殺

は社会の努力で防ぐことができるということの理解と、自殺に追い

込まれる危機に陥った場合の相談先や支援の方法についての周知が

大切です。

「市民健康意識調査」の結果、「自殺を考えたとき、相談できる

ところを知っている」人の割合は３５．８％にとどまり、「知らない」人は

５４．６％という結果でした。

自殺予防街頭キャンペーンへの参加、各種パンフレットの作成・

配布の他にも普及啓発に工夫を重ね、平成２９年度には、毎年９月

と３月を秋田市自殺対策強化月間と定めました。今後も普及啓発活

動は、取組の実践と並行して、強化していく必要があります。

注２)ゲートキーパー：自殺の危険を示すサインに気づき、また、悩んでいる人に気

づき声をかけ、話を聞き、必要な支援につなぎ、見守る等の

適切な対応ができる人(命の門番)。
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エ 生きる力の強化
大綱では、「自己肯定感、信頼できる人間関係や危機回避能力等

の生きることを促進する要因よりも、失業等の生きることを阻害す

る要因が上回ると自殺のリスクが高まる」としています。

生きることを促進する要因、言い換えれば生きる力を強化する支

援として、こころの相談、社会的孤立を防ぐための居場所づくり、

自殺未遂者への支援、遺された人への支援等、生きていく中で安心

できる場を提供し、生きる力を強化していく必要があります。

自殺未遂者は、自損患者診療状況シートによると、性別では女性、

手段としては医薬品によるものが最も多く、６割の人が既に精神科

を受診しており、また家族関係が影響していることがわかります。

そのため、医療機関等関係機関と連携し、自殺未遂者および家族等

に対する支援体制の充実を図る必要があります。

オ 児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育
本市の１０代の自殺者は、ここ１０年間で１３人に達しています。

学校では、いのちの大切さ等に関する授業が行われていますが、大

綱においては、危機に直面したときの実践的なＳＯＳの出し方と、

つらいときや苦しいときは助けを求めても良いことを学ぶ教育が推

奨されています。このことは、その後、社会人として直面する問題

にも対処する力を身につけることにつながると考えられ、本市にお

いても取り組むべき課題です。

以上、全国で共通して取組が必要とされる、地域におけるネットワー

クの強化、自殺対策を支える人材の育成、市民への啓発と周知、生き

る力の強化、児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育に関する課題を

整理し、「基本施策」として取り組みます。

(2) 秋田市の実情による固有課題
第２章の「１秋田市の自殺状況」を踏まえた本市の自殺に関する課題

は、以下のとおりです。

ア 勤務・経営対策
平成２４年から平成２８年までの累計年齢階級別割合では、働き

盛りの年代である３０歳～５９歳が自殺者数全体の５１．７％

と半数以上を占めています。そのほか、秋田市地域自殺実態プロフ

ァイルでは、「男性・４０歳～５９歳・有職・同居者あり」が最も

自殺者が多くなっています。

職場の人間関係、仕事の悩み、過労、うつ状態等の自殺のリスク

が重なっていることが考えられます。

また、失業した場合は、生活困窮へと陥り、ますます自殺のリス

クの増加へとつながります。
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そのため、職場におけるメンタルヘルス対策の推進、安定した雇

用・経営のための経営者に対する相談事業、労働者等に対する様々

な対策について関係機関と連携を図る必要があります。

イ 若者対策
本市の平成２４年から平成２８年までの累計年齢階級別割合で

は、３９歳以下が２７．５％となっており、秋田県より７．８ポイ

ント、全国より１．６ポイント高くなっています。また、秋田市地

域自殺実態プロファイルにおいて、本市の若年層（２０歳～３９歳）

の自殺統計に基づく自殺率は、全国市区町村中、上位１０％～２０

％の中に位置し、高い値を示しています。

若者は、学業、就労、結婚、子育て等多様な場面において、様々

な課題を抱える世代でもあります。そのため、学生、無職者、非正

規雇用者、妊産婦、子育て世帯等に対し、若者特有の心理に合った

様々な対策を推進する必要があります。

ウ 生活困窮者対策
本市の平成２９年の職業別自殺者数では、無職者が５０．９％を

占めています。また、平成２９年の原因・動機別自殺者数では、経

済・生活問題が１８．２％と健康問題に次いで２番目に多くなって

います。

秋田市地域自殺実態プロファイルでは、地域の主な自殺の特徴の

中で、主な自殺の危機経路として、失業により生活苦や借金等の自

殺のリスクが重なるとされています。

生活困窮者は、介護、多重債務、精神疾患等の問題を複合的に抱

えていることが多く、また、社会的に孤立しやすい傾向があります。

そのため、必要なサービスにつながるように、相談支援と生活支援

との連携を図る必要があります。

エ 高齢者対策
秋田市の平成２４年から平成２８年までの累計年齢階級別割合で

は、６０歳以上の自殺者数の割合は３５．５％を占めています。そ

のほか、秋田市地域自殺実態プロファイルでは、自殺者が多い順と

して「男性・６０歳以上・無職・同居者あり」が第２位、「女性・

６０歳以上・無職・同居者あり」が第３位となっています。

今後ますます高齢化率が高くなることが予測され、高齢者世帯、

ひとり暮らしの高齢者が増加していることを踏まえ、包括的な支援

のため関係機関と連携を図り、要介護者に対する支援、健康不安に

対する支援、社会参加の強化、孤独・孤立の予防等の対策を推進す

る必要があります。

以上、本市の自殺に関する課題について取組が必要とされる、勤

務・経営対策、若者対策、生活困窮者対策、高齢者対策に関する課題

を整理し、「重点施策」として取り組みます。
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